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最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、

わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書

に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこ

と、葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり三日目

に復活したこと、ケファに現れ、その後十二人に現れ

たことです。 



 

 

 



　クリスマスは12月25日と定まっていても、イースターは毎年異なる。分かり

にくいのはいつの時代も同様で、たとえば古代のアレクサンドリア教会では、

いつイースターを祝うのかを信徒に知らせる書簡を司教が著わしていた。 

　ところで、キリスト教の歴史のなかには「復活祭論争」と呼ばれるものがあ

る。二世紀の後半、キリスト教の諸教会を巻き込んだ一大論争である。小アジ

アの教会は使徒ヨハネとフィリッポスの伝統に立ってニサンの月の第14日にイー

スターを祝っていた。ところがローマなど他の教会はニサンの月の第14日直後

の日曜日にイースターを祝っていた。曜日を問わず第14日とするのか、それと

も日曜日とするのかである。 

　たとえば120年頃小アジアのポリュカルポスはスミリュナの司教としてロー

マを訪れたとき、ローマの司教アニケトゥスからニサンの月の第14日にイース

ターを祝うのを止めるよう求められるが、ポリュカルポスはヨハネの伝統をも

とに断固として応じなかった。反対にポリュカルポスもアニケトゥスを説得で

きなかった。それでも両者は平和のうちに分かれたという。 

　さらにこの問題はローマの司教ソテルとヴィクトルの時代に噴出する。これ

が復活祭論争と呼ばれるものである。パレスティナ、ポントス、ガリアなどさ

まざまな地域で会議がもたれ、決議され、そのことを伝える書簡が各地に伝え

られる。結局小アジアを除いて他の地域では日曜日にイースターを祝うことで

一致した。それでも小アジアの教会は譲ることはなかった。ヴィクトルはかん

かんに怒って、小アジアの教会を破門にすると通告した。が、これは各地の教

会から猛反対にあう。リヨンの司教エイレナイオスはヴィクトルを諫める書簡

を残している。結局このときはそれぞれの地域の伝統を守ることを互いに認め

合うことで平和と一致をみた。エイレナイオスによる次の言葉は印象的である。 

　｢祝祭についての不一致は、信仰におけるわたしどもの一致を確かなものと

するのです。｣　 

 それぞれが違いを認め合いつつ、一致することを述べたものである。無理な

一致はキリスト教のスピリットにそぐわない。不一致における一致（ホモノイ

ア）、その含蓄を今あらためて考えてみたい。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神学部教授） 
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